
昭 和50 年4 月5 日

区のお知らせ
第349 号( 1)

足立区
足立区千住一丁目50

( 882) 1111
編集・発行/ 足立区役所

人口調べ
( 昭和50 年3 月1 日 現 在)

世 帯　　　　　　196, 459
男　　　　　　　309, 359

女　　　　　　　300, 821
計　　　　　　　610, 180

( 前月より176人増)

交
通
災
害
共
済
制
度
改
正

見
舞
金
引
上
げ
、最
高
百
万
円
に

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

特
別
区
二
十
三
区
が
共
同
で
設
置

し
て
い
る

″
交
通
災
害
薤
濟
制
I
r

か
改
正
さ
れ
、
見
舞
金
の
大
幅
引
上

け
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
レ
に
。
制
度

の
改
正
は
、
四
月
一
白
か
ら
実
施
さ

れ
、
四
月
一
日
以
後
に
鞘
ま
七
だ
交

通
災
害
に
遭
用
さ
れ
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
悲
惨
な
交

通
事
故
か
ら
区
民
を
守
ろ
う
と
、
四
十

三
年
十
月
に
ス
タ
L
卜

。
各
区
の
窓
口

で
区
民
の
加
入
を
受
付
け
、に集
ま
っ
た

掛
け
金
を
プ
ー
ル
し
。、
事
攸
に
あ
・つ
た

区
民
か
ら
の
申
請
に
対
し
て
見
舞
膺
を

支
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
一
に口
三
胃
円

で
、
交
通
事
故
の
裡
次
に
応
じ
て
見
舞

崟
が
叉
払
わ
れ
ま
す
。
に最
近
は
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
で
共
済
制
度
の
連
世
も

軌
遭
に
の
り
ま
卜
だ

の
で
、
見
舞
金
の

。ア
ッ
ず
と
な
け
ま
し
た
。

二
十
三
区
内
に
住
ん
で
い
る
歹
(
外

国
人
は
外
人
登
録
を
し
て
あ
る
方
)
な

ら
年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
加
入

で
憊
、
穩
在
足
立
匯
禺
杓
七
万
人
か
加

入
」
)て
い
隶
す
。
万
一
に
備
え
て
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
I

つ
。

制
度
の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。見

舞
金
の
引
上
げ

異
郷
壘
の
無
は
、
姓
高
六
十
万
円
、
'

最
低
二
千
円
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、

最
高
百
万
円
、
最
低
五
千
円
と
下
表
の

と
啣
釐
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

加
入
は

ひ
と
り
二
口
ま
で

い
ま
ま
で
ひ
と
り
一
口
し
か
加
入
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
r
四
月
。
一
日
か
ら

ひ
と
り
ニ
ロ
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
し

た
が
。
。
、
て
、
二
口
加
入
さ
れ
た
方
が
交

通
災
書
に
あ
わ
れ
た
時
、
「
口
加
入
の
'
　

合
の
儕
額
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入
の
際
は
、
一

口
の
み
加
入
す
る
か
、
二
口
目
を
加
入

す
る
の
叭
は
っ
き
り
と
カ
ー
ド
に
お
書

き
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間
の
変
更

加
入
者
証
発
行
機
で
加
入
し
た
時
は

加
入
時
刻
か
ら
一
耡
闡
戸
金
融
機
関
で

一
加
入
し
だ
時
は
領
収
日
付
印
の
翌
日
の

午
前
零
時
か
ら
一
痒
閠
、
と
二
通
り
に
y

か
れ

て

い

ま

し
た

。

改

正

後

は
、

加

入

手

続
き

を

し

た
白

の

雙
ほ

か
ら
I

・
年

一
間
に

統
[

さ

れ

ま
し

だ
'
(
加
入

者

手

続

・
き

を
し

だ

日

は

含
ま

れ

な

い

こ

と
に

ご

注

意

く

な
さ

い
)

。

申
込
み
場
所
は

皀
役
所
'
(一
階
)

あ
購
二
庁
舎
・
各

出
甕
所
(
分
室
含
ひ
)
む
廿
二
十
五
か

所
・に
加
入
機
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま

た

、

二

十
三

区

内

の
銀

行

あ
辧

册

金
庫

・
{
・・
一
恊

な

ど
の

窓

口
で

も
加

入

で

き
ま

す

。
お

近

く
の

場

所
で

ど
う

ぞ

。

申
込
み
方
法
は

加
入
機
に
三
百
円
入
れ
、
出
て
き
た

用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
あ
申
込
み

・年
月
日
な
ど
を
書
き
、
半
片
(
申
込
貉

兼
加
入
者
台
帳
)
を
機
械
に
入
れ
る
だ

け
で
加
入
の
手
続
き
は
済
み
ま
す
(
覃

真
)

。
手
元
に
残
っ
た
方
の
半
片
が
あ

な
た
の
「
加
入
証
」
と
な
り
ま
す
か
ら

注
意
番
を
よ
く
読
ん
で
大
切
に
保
存
し

て
く
だ
さ
い
。

団
体
加
入

町
会
・
自
治
会
や
会
社
な
ど
で
十
人

以
上
が
ま
と
ま
・
つ
y
加
入
す
る
と
、
'
団

体
扱
い
に
な
り
、
で
I
り
あ
た
l
二
十
円

の
報
償
金
が
受
け
と
れ
ま
す
。
団
体
加

入
の
申
込
み
は
、
皀
役
・所
一
'贈
交
通
災

書
共
済
へ
ど
乃
ぞ
。

経
過
措
置

▽
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に

加
入
し
、
ま
だ
有
効
期
間
の
あ
る
方

が
四
月
一
日
以
後
に
交
通
災
客
に
あ

わ
れ
た
畤
は
、
改
正
後
の
見
舞
金
か

支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
二
口
目
を
追
加
加
入
さ
れ
る
時
は
、

一
口
目
Q
有
効
期
間
と
二
口
目
の
有

効
期
間
が
重
複
す
る
期
間
の
み
が
、

一
'一口
加
入
の
状
態
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
区
役
所
交
通
災

害
共
済
へ
ど
う
ぞ
。

見舞金支払い基準

区
役
所
の
組
織
を
一
部
改
正

衛
生
部
な
ど
を
新
設

先
月
二
十
阡
釁
で
岳
知
ら
せ
し
た
と
・

お
り
、
四
月
一
i
か
ら
、
各
種
の
事
擠

を
新
た
に
区
が
取
扱
う
こ
と
に
な
け
ま

し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
区
役
所
の

組
幡
の
「
都
を
改
正
し
ま
し
た
の
や
、

あ
ら
ま
し
舍
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

新
し
く
畋
け
ら
れ
た
の
は
、
保
健
所

の
胥
聊
な
ど
を
担
当
す
る
衛
生
部
と
、

都
市
醉
暇
関
係
の
車
務
を
担
当
す
る
都

市
整
糊
課
i

築
部
)
で
す
。

衛

生

部

-
-
-
衛
生
都
に
は
彎
理
譚
か
置
か
れ
、
区

役
所
北
側
別

館
で
業
‘罌
を
行
な
い
ま

す
。
祿
健
所
や
保
轆
相
映
所
の
濕
舞
に
・

必
要
な
予
算
な
ど
の
事
務
の
ほ
か
、
区

内
の
衛
生
行
政
を
聽
冫
X
な
く
喩
軛
ず
る

に
め
、
事
業
の
叶
啝
や
連
格
な
ど
を
し

ま
す
。
ま
べ

厚
生
郎
厚
生
課
に
あ
っ

に
保
豬
ほ一
が
こ
の
中
に
入
り
、
伝
染
病

予
防
や
母
子
保
健
、
老
人
嶢
康
畛
査
、

休
日
珍
療
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

ま
だ
環
軅
郁
に
あ
っ
た
衛
生
係
が
、

所
生
芦
に
移
り
、
力
や
(
エ
、
ね
す
み

の
駆
除
や
喞
壽
な
ど
防
疫
、の
仕
事
を
し

ま
す
。

都
市
整
備
課

・
建
・
欒

懿

に
都

市

整

備

課

が
設

け
5

れ
・

鄒

市
計

画

と

そ
れ

に
関

係
の

深

い
申

土

・
利

用

叶

圃

法

、
酳
一
発

行

為

、
中

高
一

建
・

築
物

指

導

要

綱

、
特

殊

建

築
物

な

ど
の

届

出
受

付

や

指
導

の

仕

事

を
し

ま

す

。

新
設

の

部

と

課

は
以

上
で

す

が『
、

扣

当
の

変

更

な

ど

は
次

の

と

お
り

で

す

。

い
ま

ま

で

の
建

築
課

は

建

築
指

導

課

と

名
前

が
変

り

、

仕
事

の

内
容

も

薺

築

翕

凖
法

に

関

す

る
届

の

受

付

や
、

建

築

確

認

、
私

遊

の
指

定

、
構

造

や
設

嬋

の

審
査
、
違
反
建
築
Q
取
締
り
な
ど
を
重

点
に
取
扱
い
ま
す
。

そ
の
他
、
い
ま
ま
で
土
木
都
管
理
課

で
扱
っ
た
屋
外
広
告
物
の
杵
可
は
、
環

境
部
環
境
課
で
取
扱
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
藁
に
勳
く
二
十
五
歳

未
膺
の
独
身
者
の
住
居
で
あ
る
勤
労
青

少
年
寮
か
区
に
移
管
さ
れ
、
区
民
剖
経

済
課
か
管
理
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し

た
。
、現
在
は
澗
寔
で
す
の
で
、
入
居
者

の
募
集
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
空
室

の
で
き
た
時
に
扣
知
ら
せ
し
ま
ず
。

な
お
、
い
ま
ま
で
保
健
所
で
取
扱
っ

て
い
た
次
の
仕
事
は
、
今
後
、
都
(
衛

生
局
)
が
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
そ
ち
ら
へ
お
闘
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

薬
局
の
開
吩
T
毒
劇
物
な
ど
の
事
務
・

卸
売
市
場
内
の
食
品
営
業
許
可
な
ど
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
幼
い
命

―
―
こ
れ
か
ら
増
え
る
子
ど
も
の
事
故―
―

昨
年
都
内
で
起
嗇
yだ
子
ど
も
の
交
通

事
故
を
月
ご
と
に
・み
ま
す
と
、
一
、
二

一
月
と
少
な
か
っ
た
の
が
、
気
儕
が
ゆ
る

み
、
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
三
月

か
ら
急
に
増
え
て
い
ま
す
。
四
月
は
さ

ら
に
多
く
な
り
、
五
月
が
一
年
を
通
し

て
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

新
入
学
児
童
が
、、
交
通
事
故
に
巻
き
こ

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
保
護
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

幼
児
の
い
る
ご
家
庭
へ

▽
一
人
歩
き
か
は
じ
ま
っ
た
I
・
二
歳

児
か
ら
は
、
絶
対
に
目
を
際
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
お
母
さ

ん
か
家
事
を
す
る
時
に
は
、
出
入
口

に
鍵
を
か
け
て
、
子
ど
も
が

】人
で

外
に
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す

▽
子
ど
も
を
連
れ
て
外
出
す
る
時
は
、

必
ず
子
と
も
の
手
を
抛
っ
て
車
の
通

ら
な
い
側
を
歩
か
せ
ま
し
ょ
う
。
い

つ
も
そ
う
し
て
い
れ
ば
、
お
母
さ
ん

に
手
を
握
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

道
路
を
歩
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
体
で
覚
え
る
は
ず
で
す

▽
道
路
を
渡
る
時
は
、
必
ず
横
断
歩
道

や
歩
道
橋
を
纜
っ
て
く
だ
さ
い
J
親

の
手
本
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

▽
裏
通
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の

道
路
(

生
活
道
路
)
で
す
。
混
雑
を
避
け
た

り
近
道
を
す
る
た
め
に
、
裏
通
り
を

通
り
抜
け
る
の
は
や
め
ま
し
よ
う

▽
小
学
校
や
幼
稚
園
の
ま
わ
り
は
、
ほ

と
ん
ど
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
な
っ
て

い
て
通
学
時
間
帯
(
特
に
登
校
時
間

帯
)
に
は
、
車
の
通
行
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
な
通
学
の
た
め
、
必

す
守
っ
て
く
だ
さ
い

▽
子
ど
も
は
、
車
や
物
陰
か
ら
突
然
飛

ぴ
出
し
た
り
、
自
転
車
で
急
に
曲
が

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
い
う
子
ど
も

の
特
性
を
よ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い

新
入
学
児
童
の

い
る
ご
家
庭
へ

▽
入
学
前
に
、
通
学
路
の
点
検
を
し
て

お
き
ま
し
″
う
。
子
ど
も
を
連
れ
て

実
際
に
通
学
路
を
歩
き
、
危
な
い
場

所
で
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
子
ど

む
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

▽
忘
れ
物
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
。
忘
れ

物
を
取
り
に
あ
わ
て
て
帰
り
、
交
通

事
故
に
あ
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寝

る
前
に
明
日
の
準
備
を
し
て
、
学
校

へ
は
早
目
に
送
り
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。「
も
う
時
間
が
な
い
の
よ
。

早
く
行
き
な
さ
い
」
は
禁
句
で
す

▽
朝
に
な
っ
て
し
か
ら
な
い
。
子
ど
も

を
学
校
へ
送
り
出
す
前
に
し
か
っ
た

り
す
る
と
、
そ
の
こ
と
が
頭
か
ら
離

れ
ず
、
思
わ
ぬ
交
通
事
故
を
起
こ
し

が
ち
に
な
り
ま
す
。
毎
朝
、
笑
頗
で

子
ど
も
を
送
り
出
し
ま
し
ょ
う

自転車パーク完成
～竹の塚駅東口～

去
る
三
月
十
七
日
、
千
代
田
練
綾

瀬
駅
、
東
武
線
五
反
野
駅
に
続
く
、

竹
の
塚
自
転
車
パ
ー
ク
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
(
写

真
)

。

こ
の
自
転
車
パ
ー
ク

は
、竹
の
塚
駅
東
口
か
ら

北
へ
約
一
五
〇
㍍
い
っ
た

補
助
二
六
一
号
線
の
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
地
帯
(
竹
の

塚
六
丁
目
匸
二
?
二
(
番

先
)
を
利
用
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

広
さ
は
約
一
三
〇
〇
平
方
㍍
、収

容
台
数
は
千
二
百
台
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
敷
き
で
周
り
を
グ
リ
ー
ン
の
柵
で

囲
み
ま
し
た
。
ま
た
、
自

転
車
を
多
く
収
容
で
き
る

よ
う
パ
イ
プ
で
作
ら
れ
て

い
る
自
転
車
ラ
ッ
ク
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
四
番
目
の
自

転
車
パ
ー
ク
の
計
画
を
進

め
て
お
り
、
東
武
線
梅
鳥

駅
高
架
下
に
段
一

工
事
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

自
転
車
パ
ー
ク
は
、
四
月
十
日
頃
完

成
す
る
予
定
で
す
。

4 月 のセ ン タ ー・児 童 館・ 老人 館 だよ り
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
〇
五
1
七
一
〇
一

■
文
学
教
室
一
十
七
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
押
絵
と
木
目

込
人
形
一
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
・
・
・
押
龜
千
(
百
円
、木
目
込
人

形
三
千
円
　
■
絵
画
教
室
-
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
…
定
員

二
十
名
　
■
オ
ル
ガ
ン
ク
ラ
ブ
ー
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
親

子
コ
ー
ラ
ス
上
(
日
(
日
)
午
前
十
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
-
四
六
六
一

■
老
人
民
謡
教
室
一
九
日
(
水
)
午
後
二
時
…
定
員
三
十
名
　
■
老

人
詩
吟
教
室
-
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
・
・
・
定
員
三
十
名
　
■
老
人

健
康
相
談
-
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
ペ
ー
パ
ー

フ
ラ
ワ
ー
教
室
-
十
(
日
(
金
)
午
後
一
時
=
・
定
員
二
十
五
名
、申

込
み
は
五
日
(
土
)
か
ら
　
■
老
人
書
道
教
室
―
⊥
(
日
(
日
)
午
後

一
時
・
:
定
員
二
十
名
　
■
老
人
映
画
会
一
十
七
日
(
木
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
-
五
〇
二
(

■
老
人
生
花
教
室
-
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
定
員
二
十

名
　
■
父
と
子
の
七
宝
焼
一
十
三
日
(
日
)
午
前
九
時
…
定
員
十
組

■
老
人
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
一
一
十
六
日
(
水
)
午
前
十
時
・
・
・
定

員
十
名
　
■
ギ
タ
ー
く
ら
ぶ
I
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
・
:
定
貝
十

名
　
■
老
人
茶
道
教
室
一
十
七
日
(
木
)
午
前
十
時
・
・
・
定
員
二
十
名

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
ニ
ー
ニ
七
六
五

■
老
人
囲
碁
大
会
-
二
十
三
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
・
・
・
定
員
四

十
名
、申
込
み
は
五
日
(
土
)
か
ら
　
■
お
年
寄
と
職
員
の
懇
談
会

-
(
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
踊
り
教
室
一
九
日
・
十

六
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
健
康
相
談
-
十
五
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
映
画
会
一
五
日
(
土
)
午
後
三
時
、十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
三

十
分
　
■
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
-
十
二
日
(
土
)
午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
匸
〒
三
四
ニ
ー

■
児
童
音
楽
教
室
-
十
三
日
(
日
)
午
前
九
時
　
■
老
人
茶
道
教
室

一
十
日
(
木
)
午
前
十
時
…
定
員
十
名
　
■
老
人
民
謡
教
室
-
十
一

日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
定
員
四
十
名
　
■
カ
ル
タ
会
一
十
三

日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
老
人
三
味
線
教
室
-
十
七
日
(
木
)
午
後

一
時
・
=
定
員
十
名
　
■
老
人
華
道
教
室
-
十
五
日
(
火
)
午
前
十
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
重
館
・
老
人
館
　
(
(
ニ
ー
匸
一
一
(

■
子
ど
も
映
画
会
-
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
子
ど
も
映
画
大

会一
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
(
五
〇
-
八
(
〇
一

■
音
楽
の
楽
し
み
を
あ
な
た
と
一
十
二
日
(
土
)
午
後
三
時
　
■
初

心
者
絵
画
教
室
-
四
月
十
日
(
木
)
か
ら
毎
月
第
二
、第
四
木
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
・
・
・
先
着
三
十
名
、申
込
み
は
七
日
(
月
)
か
ら
　

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
影
-
毎
週
木
一
日
-
午
後
六
時
三
十
分

毎
週
土
曜
日
-
午
後
二
時
・
三
時
・
六
時
三
十
分

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
(
五
〇
-
二
六
一
七

■
親
子
コ
ー
ラ
ス
ー
十
一
日
(
金
)
午
後
三
時
■
子
ど
も
映
画
会

-
十
(
日
(
金
)
午
後
三
時
三
十
分
　
■
子
ど
も
音
楽
館
一
十
二
日

(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
絵
あ
そ
び
―
九
日
(
水
)
午
後
二
時

■
ガ
ラ
ク
タ
工
作
一
十
六
日
(
水
)
午
後
二
時

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
〕

<
各
教
室
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>
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私立保育園児募集
斬
た
に
開
股
す
る
保

育
圜
の
圜
児
を
募
集
し

ま
す
。

入
闘
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、

。次
の
要
領
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い

。

保
育
園
名
　
社
会
福
祉

妝
人
足
立
つ
く
し
会

「足
立
つ
く
し
学
園
」

(
東

綾
瀬

三

丁
目

一

一一一
丁

四
)
　

募
集
人
員
　
百
名

申
込
期
間
　
四
月
(
日

笑
)

か
ら
十
四
日
・

肓
)

ま
で

申
込
場
所
　
お
住
ま
い

を
贊
轜
す
4
福
祉
一事
稀

所
へ
と
・つ

ぞ
◇
足
立
福
祉
事
務
所
　
千
住
柳
町
一
二
I

五
　
　
(
(

八
-

三
一
四
一

◇
中
部
福
祉
事
務
所
　
関
原
一
于
目
一

〇
-
一
〇
　
　

八
八
九
-
一
四
八
一

◇
同
分
室
　
竹
の
家
二
丁
目
二
卑
ト
ー

七
　
　
八
八
三
(
ヽ
き
り
、
O

◇
東
部
福
祉
事
務
所
　
東
校
瀬
一
丁
目
一

五
!
一
七
　
　

六
〇
五
-
七
一
〇
五

◇
西
部
福
祉
事
務
所
　
測
浜
二
丁
目
二

凶
-
二
　
　

八
九
七
-
五
〇
一
一

用
意
す
る
も
の
　
▼
昭
和
四
十
九
年
度

轆
別
区
民
椥
掣
の
わ
か
る
も
の
'
(課

税
証
明
一
・
特
別
徴
収
通
知
書
・
納

税
通
知
一
の
い
ず
れ
か
)
　
▼
昭
勒

四
十
九
年
分
所
得
鶚
額
の
わ
か
る
も

の
(
課
税
証
明
書
・
源
泉
徴
収
票
i

納
税
通
知
一
の
い
ず
れ
か
)
　

▼
昭

和
四
十
九
年
度
圃
定
賢
苣
税
の
わ
か

る
も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持
ち
の

方
だ
け
)
　

▼
印
か
ん

余
暇
を
利
用
し
て

有
意
義
な
毎
日
を

―
―
各
種
講
座
案
内
―
―

●
成
人
学
校

期
間
-
五
月
十
一
‘
百
廴
1
竺
十
九
日

め
毎
週
火
喝
日
一
猛
ナ
舌

簡
)

場
所
―
足
立
区
教
育
ゼ
、
レ
タ
ー
一
将
の

巖
斟
琳
口
下
車
棲
歩
五
岔

時
間
―
午
後
六
時
～
(
時

対
象
―
区
内
在
住
、在
勤
の
方

受
講
料
-
無
料
(
教
材
費
は
爽
費
負
担
)

科
目
お
よ
び
定
員
―
ボ
ー
ル
ペ
'
ン
爾
字

(
入
門
)
、
和
服
の
着
付
科
、
立
体

は
り
絵
科
・・・
各
五
ナ
名

申
込
先―
教
育
委
輿
会
文
化
係

(
千

住

仲

町

五

八
和

光

ビ

ル
内
)

へ

往

復

バ

ガ

キ

か
ま

だ

は

直

接
係

へ
巾

込
む

こ
と

※
往
復
(
・
ガ
キ
M
一
入
内
容―
氏
幺
『
、
住

胼

、
生

年

月

日

、

職
業

、
連

絡

先
I

話

番
号

、

受

講
科

目

を

記
入

の

こ

と

申

込

期
限
-

四

月
三

十

日

汞

』

(
消
印
有
効
)

●
婦
人
学
扱

瑰
代
の
杜
会
は
複
雑
で
、
自
常
生
盾

の
う
え
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
鉈

こ
'
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
衄

習
し
て
い
'
(
'婦
大
グ
ル
ー
プ
を

対
一

ぽ
、
婦
人
学
級
を
闘
設
し
て
い
ま
す

。

学
習
内
容
は
、家
庭
生
清
を
は
じ
め
、

婦
人
の
生
活
に
開
連
の
あ
る
あ
ら
ゆ
ろ

領
域
に
わ
た
る
問
題
で
す
。

学
習
の
内
容
は

、
申
請
団
体
(

グ
ル

ー
プ
)
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す

。

申
請
期
限
-
四
月
二
十
五
日
(
金
)

申
請
資
格
―
学
習
に
参
加
で
き
る
人
数

が
十
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
(
地
域
婦

人
団
体
あ
区
立
小
中
学
校
F
t
A
娉

人
グ
ル
匚
ブ
i
M

睨
睇
人
学
級
柊
了

者
を
中
心
と
し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
L

そ
の
他
嫡
人
学
臂
グ
ル
ト
プ
)

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
文
化
係

へ
。

●
1
6
ミ
リ
映
写
機
技

術
講
習
会

期
間
　
四
月
士
'
『
日
・
(
火
)
あ
十
七
日

"
(
木
)
・・

二

十

二
白
(

火
)
・

二
十

四

日
(

木
)

今
・
五

月

一

日
(
木
)
よ
(

日
(
火
)

時
間
　
午
後
六
時
r
八
時

場
所
　
足
立
区
教
育
セ
ン
タ
ー
(
竹
の

塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
)

受
講
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
　
四
丿
名
(
先
着
曠
)

申
込
み
　
四
月
七
日
(
月
)
か
5
教
育

委
員
会
文
化
係
で
受
付
け

。
電
話
ま

た
は
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
請
青
年
教
室

申
請
青
年
教
室
は
、
青
年
の
多
様
な

学
習
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
、
申
請
に

よ
っ
て
開
股
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
―
区
内
に
在
住
、
在
勤
の
青
年
で

構
成
す
る
集
団
、
特
に
こ
れ
か
ら
団

体
を
作
ろ
う
と
す
弔
青
年
の
集
団

構
成
人
員
-
十
五
名
～
五
十
名

解
説
期
間
―
吾
7
十
一
月
ま
で
の
七

日
閥

学
習
内
容
-
団
体
の
希
望
す
今
回
容

申
込
み
と
4
わ
し
ぐ
は
、
教
育
委
員
{

脊

少
年
係
へ

。

●
あ
だ
ち
日
曜
教
室

に
ご
参
加
を

こ
の
教
室
は

、
区
内
の
中
学
校
(
心

身
障
害
学
級
)
を
卒
業
し
た
方
の
た
め

に
、
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

学
習
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ー
ン
活
勳
を

通
し
て
、
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
り
、

生
活
の
輪
を
よ
り
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
-
昭
和
五
十
年
五
月
十
一
日
?
昭

和
五
十
一
年
二
月
(
日
の
毎
月
第
二

日
曜
日
(
計
十
回
)

時
間
―
毎
回
午
後
一
時
～
四
時

会
場
―
区
立
第
十
六
中
学
校
(
北
千
住

畩
東
口
五
分
)

申
込
み
と
く
わ
し
く
は
、教
育
委
員

会
青
少
隼
係
へ

。

●
少
年
鼓
笛
隊
・

合
唱
団
員
募
集

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
年
四
月
石
現

在
、
区
内
在
住
の
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員
　
鼓
笛
隊
一
(

十
名
　
合
唱

団
一

六
十
名

練
習
場
所
　
肢
笛
隊
1
梅
島
小
・
千
寿

小

合
唱
団
-
五
反
野
小
・
千
住
第

三
小

練
習
日
時
　
毎
選
土
一
目
午
後
二
時
か

ら
四
時
(
た
だ
し
、
春
・
夏
・
冬
休

み
期
間
は
休
み
ま
す
)

申
込
方
法
　
加
入
申
同
一
(

各
学
校
・

子
ど
も
会
に

あ
り
ま
す
)
に
記
入

し
、
学
校
長
の
承
認
を
得
て
教
育
委

輿
会
青
少
年
係
へ

申
込
締
切
　
四
月
十
九
日
(
土
)

そ
の
他
　
①
応
募
者
が
予
定
人
員
を
越

え
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す

②
応
募
結
果
な
ど
は
、
直
接
本
人
あ

て
通
知
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
青
少

年
係
へ
ど
う
ぞ
。

ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
招
待

積
極
的
に
ご
参
加
を

暖
か
な
春
の
お
と
す
れ
と
共
に
、
樹
々
が
芽
吹
き
、
車
が
萌
え
は
じ

め
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
躍
助
的
な
季
節
を
利
用
し
て
、
な
ま

っ
た
体
を
ほ
ぐ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
区
で
は

、
家
族
ぐ
る
み

で
出
来
る
体
操
教
室
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
う
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
佃
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
喞
に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
軟
式
野
球
大
会

日
時
一
五
月
十
一
日
か
β
倖
週
艮
曝

日
(
雨
天
順
延
)

場
所
-
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

出
場
資
格
―
区
内
在
住
、在
勤
の
十

(
歳
以
上
で
締
成
さ
れ

、臉
冐
委

員
会
に
登
録
し
て
あ
る
ア
マ
チ
4

・
ア
の
チ
ー
ム

募
集
数
-
百
二
十
ハ
チ
ー
ム
(
先
着

贋
、
定
数
に
な
り
次
第
締
切
)

申
込
み
は
、
申
込
用
紙
(
体
驚
諌

に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う
凡
、
。四

月
十
二
日
(
土
)
ま
で
に
体
冐
課
べ

□
親
と
子
の

体
操
教
室

開
催
期
間
お
よ
び
時
間
―
第
一
期
・
=

五
月
九
日
?
七
月
二
十
五
日
、第

二
期
・・・
九
月
五
日
～
十
一
月
二
十
(

日

、
第
三
期
・‘畄
和
五
ナ
ー繪

二
月
六
目
I

三
月
十
二
日
の
毎
週

金
曜
U
(
合
計
三
十
回
)
　
A
組
L

午
前
十
時
F
十
時
五
十
分
　
S

組

ｔ
午
前
十
一
時
～
十
一
時
五
十
分

場
所
―
区
体
冐
館

参
加
資
格
―
A
組
・
・
・
昭
和
四
十
六
年

四
月
一
百
～
昭
和
四
十
六
年
九
月

三
十
白
ま
で
に
出
生
」だ
幼
児
と

そ
の
鵬
　
B
粗
・
:
昭
和
四
十
六
年

十
月
一
日
1
昭
和
四
十
*
年
四
月

一
日
ま
で
に
出
生
し
た
幼
児
と
そ

の
親
　
-
i
八
十
五
結
)

講
師
-
N
H
K
テ
レ
ビ
体
操
出
鷹
、

エ
イ
ェ
イ
ク
ラ
ブ
黔
羈
旅
野
爽
恵

手
一
一
{
ぼ
か
三
名

□
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダー
を

派
遣
し
ま
す

区
で
峨
、
-
ス
ポ
ー
ツ
・
t
レ
ク
リ
・
エ

ー

シ
ー
ン

の
拑

導

者

を

、
ご
希

望

の

ク

ラ

ブ

あ
。団

体

に

衂

遣
し

ま

す

。

ま
た
、ス
ポ
ー
y
ｙ
ダ
ー
の
登

紬
も
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
。ス
ポ

ー
ツ
。
レ
。
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
の
拑
導

。
か
で
き
る
方
は
、
-
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

種
目
-
バ
レ
匚
ポ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
水
泳
、
卓
球
、
体
操
(
美

容
体
操
を
含
む
)
、
テ
ニ
ス
、
野

球
、
サ
'
カ
ー
、
フ
ー
1
ク
ダ
ン

譏
、軒
壥
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

□
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
に
加
入
を

鰻
低
、
盾
裂

鳬
城
で
ス
ポ
ー
ツ

牟
に
g
兮

ポ
ー

シ
i
ン
を
樂
」
'ひ
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ

。
1
。
7な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る

鬩
叺
ヶ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ
り
。
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
に
備
え
て
、
瘍
害

採
腆
に
加
入
し
て
は
い
か
か
で
し
ょ

'う
か
。

加
入
で
き
る
方―
十
名
以
上
の
団
体

保
険
料
・
保
険
金
(
最
高
額
)―
一

柮
・
・
・
ひ
と
り
百
円
で
豈
十
万
円
　
二
種

・
・
ス
ポ

ト

ツ

種

に
よ

り

差

が

あ

り

ま

す

が
、
ひ

と

り
四

百

四

十

五
円

か

ら
千

三

百

円
で

五
十

万

円

※

そ
れ

ぞ
れ

二
口

ま

で

加
入

可

。

区

分
-

乙
種
・
=
子

ど

も

賣

、
青

年
・

婦
人

な

ど
の

区

民

ス

ポ
ト

ツ

レ

ク

リ

ェ

ー
シ

ー
ン
団

体

で

二
種

の

対

齟

と

な

ら

な

い
団

体
　

二
租

…

種

目

別

競

技
団

体

で

ス

ポ

ー
ツ

を

目

的

と

し

た
団

体
(

種

目

に
よ

り
A

・
R

・
C

の

区

分

が
あ

り
ま

す
)

保
険
期
間
―
加
入
月
日
か
叭
昭
和
五

十

一
蚣
=

肓

一
一
干

一
・日

ま

で

申
込
み
先
―
七
月
三
十
。一
日
ま
で
に

ス

ボ

ト
ツ

安

全
協

会

東
京

都

支

都

・
(キ

代
田

区

九

の

内
=

〒
(

―

一

。　
二

匸
T

五

一

二
)

へ

◎
ス
ポ
ー
ツ
に
腿
す
る
間
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
体
育
課

へ

4
月
1
3
日
(
日
)
は
都
知
事
選
挙
の

投
票
日
で
す

お
わ
び
　
前
号
の
投
票
で
き
る
方
の
記
事
噸
、
鹹
り
か
あ
り
ま
し
た

め
で
か
り
ぴ
U
町
庄
し
家
す
。
鰔
昭
和
三
十
四
年
ぷ
正
昭
和
萃
ナ
年

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
8
)

「
同
和
」
事
業
と
は
③

戦
前
の
融
和
事
業
が
部
落
民
の
闘

い
を
弾
圧
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
前
回
に
ふ
れ
た
通
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
融
和
事
業
に
対
す
る

糾
い
批
判
と
し
て
、
現
在
の
『
同
和
』

対
策
事
業
か
あ
り
ま
す
。

畩
後
の
部
落
解
放
問

盟
の
闘
い

は
、
都
落
差
別
の
ま
な
原
因
は
差
別

打
政
に
あ
る
と
し
て
、
部
落
の
劣
悪

な
実
態
を
行
政
に
つ
き
つ
け
、
差
別

行
政
糾
弾
の
闘
い
の
中
か
ら
『
同
和
』

対
策
事
業
を
か
ち
と
っ
て
き

ま
し

た
。そ

し
て
全
国
的
な
運
助
を
ま
き
お

こ
す
中
で
、
昭
和
四
十
年
に
は
「
同

和
」
対
策
審
轍
会
答
申
を
出
さ
せ
、

そ
の
申
で
、
「
都
落
差
別
を
な
く
し

て
い
く
責
任
が
行
政
に
あ
る
」
こ
と

を
は
っ
き
り
き
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

答
申
で
は
、
戦
前
の
融
和
事
業
は
あ

や
ま
り
で
あ
っ
た
と
し
て
、
部
落
差

別
と
闘
う
地
域
の
自
主
的
な
運
助
体

と
聚
忝
な
連
け
い
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
同
和
」
対
策
事
業
と
い
う
名
目

で
行
な
わ
れ
る
事
業
で
も
、
都
落
民

が
自
ら
闘
う
と
い
う
自
覚
と
結
ぴ
つ

か
な
け
れ
ば
、
恩
恵
的
な
も
の
と
な

り
、
本
質
的
に
戦
前
の
融
和
事
巣
と
'

問
様
の
も
の
と
な
る
か
ら
で
す
。

部
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
五
〇
一

七
七
六
九

春
の
定
期
予
防
接
種

四
月
十
五
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

譽
の
定
期
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

付
な
い
ま
す
。
咳
当
す
'
(
'方
は
必
ず
お

鷽
け
ぐ
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
の
種
類
と
対
象
者

○
種
痘
-
川
昭
和
四
十
九
年
再
月
一
日

か
ら
昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十
一一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
　
曲
二
癩
以
下

で
今
ま
で
受
け
て
い
な
い
方

○
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン―
山
一
曲
目

L
昭
和
四
十
九
年
莽
月
一
日
か
ら
昭
‘

和
四
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
　
鬮
二
回
目
・・・
昭
和
四

十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

九
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
　
咄
今
ま
で
鷽
け
て
い
な
い
方

※
今
回
は
、
三
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア

・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
)
め
予
防
接

は
行
な
い
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
方
に
は
、
実
施
月
日
・
会

場
、
お
よ
び
注
意
な
ど
を
掲
職
し
て
あ

る
g

知
ら
せ
”
と
接
種
の
記
録
累
な

ど
を
同
封
し
た
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
よ
く
お
確
め
の
う
え
都
合
の

よ
い
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
所
業
務
係
へ
お
た
す
ね
く
だ

さ
い
。

足
立
保
健
所
　
　
(

四
〇
-
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
　
(
(
(

¶
四
二
七
七

足
立
職
業
安
定
所

新
庁
舎
へ
移
転

最
い
閭
、
綾
瀬
の
仮
庁
舎
で
業
務
を

行
な
い
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
元
の
場
所
に
新
庁
舎

が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
四
月

七
日

(
月
)
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
仮
庁
舎
の
業
務
取
扱
い
は
、

四
月
五
日
(
土
)
ま
で
で
す
。

■
所
在
地
　
足
立
区
千
住
河
原
町
五

■
電
話
　
(
(
ニ
ー
匸
一
(
七
(
代
)

■
交
通
　
千
住
大
橋
駅
下
車
徒
歩
五
分

・
北
千
住
駅
下
車
徒
歩
十
五
分

献
血
に
ご
協
力
を

四
月
の
献
血
日
程

十
六
日
(
水
)
第
十
九
出
張
所

二
十
一
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
五
日
(
金
)
本
木
小
学
校

三
十
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。
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み
んなの
豆
知識

国
民
年
金

こ
れ
か
ら
加
入
し
て

年
金
を
受
け
た
い
が

(
問
)
　
私
は
、昭
和
三
十
六
年
か

ら
洋
品
店
を
経
営
し
て
い
る
六
十
二

歳
に
な
る
者
で
す
。
自
営
業
の
た
め

夫
婦
と
も
年
金
が
な
く
老
後
が
不
安

で
す
。
私
は
、
国
民
年
金
の
強
制
加

入
者
で
年
金
制
度
が
で
き
た
と
き
加

入
す
べ
き
だ
っ
た
こ
と
を
最
近
知
り

ま
し
た
。
現
在
、
強
制
加
入
者
の
特

別
取
扱
期
間
中
と
の
こ
と
で
す
が
、

す
ぐ
加
入
す
れ
ば
将
来
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

(
答
)
　

あ
な
た
は
、
強
制
加
入
対

象
者
で
す
か
ら
、
今
年
の
十
二
月
ま

で
の
特
別
取
扱
期
間
中
に
加

入
し

て
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

最
低
期
間
の
保
険
料
(
十
年
間
-
概

算
一
〇
(
、
〇
〇
〇
円
)
を
期
間
内

に
納
め
れ
ば
老
齢
年
金
は
受
け
ら
れ

ま
す
。
早
速
区
役
所
(
二
階
)
国
民

年
金
譁
で
相
談
の
う
え
加
入
の
手
続

を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
、
強
制
加
入
者
が
さ
か
の

ぼ
っ
て
古
い
未
納
保
険
料
を
納
め
ら

れ
る
特
別
取
扱
の
説
明
を
し
ま
す
と

国
民
年
金
は
、
明
治
四
十
四
年
四
月

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
万
で

、
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
り

、
ま

た
は
年
金
を
受
け
て
い
る
方
、
及
ぴ

こ
れ
ら
の
人
の
配
偶
者
を
除
き
、
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
膺
の
方
は
必
ず

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
六
十
歳
ま
で
に
最
低
二
十
五
年

間
(
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
二
十

四
年
か
ら
十
年
に
短
縮
)
保
険
料
を

納
め
る
か
免
除
を
受
け
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
保
険
料

は
、
未
納
の
ま
ま
二
年
を
過
き
る
と

時
効
と
な
っ
て
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
保
険
料
が
未
納
で
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
二
年

を
遥
ぎ
時
効
と
な
っ
た
保
険
料
も
一

か
月
九
百
円
の
劃
で
昭
和
五
十
年
十

二
月
末
日
ま
で
に
限
っ
て
納
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。(
こ
の

特
別
取
扱
い
は
強
制
加
入
者
に
隕
ら

れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
等
任

意
加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
)

。

従
っ
て
、
国
民
年
金
に
強
制
加
入

す
べ
き
方
で
、
明
治
四
十
四
年
四
月

二
日
以
後
に
生
ま
れ
、
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
加
入

し

、
老
齢
年
金
の
受
給
権
を
確
保
す

る
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
譁
へ

。

掲
示
板

■
防
犯
灯
補
助
金

申
請
を
受
付
中

防
犯
灯
・
商
店
街
終
夜
残
一
灯
の

補
助
金
交
付
申
隋
、
お
よ
ひ
寄
付
申

囀
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
昭
和

四
十
九
年
度
中
に
増
設
・
廃
灯
に
よ

る
灯
数
の
増
減
が
あ
っ
た
町
会
・
自

治
会
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限
―
四
月
十
五
日
(
火
)

提
出
書
類
―
申
請
書
、設
置
図
面
、

一
気
料
金
領
収
一

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
-
区
役
所

第
二
庁
舎
街
路
照
明
係

■
区
民
芸
能
大
会
に

ご
参
加
を

日
時
一
五
月
三
十
一
日
(
土
)
午
前
十

時
″
・
午
後
五
時
　
会
場
1
区
文
化
会

館
　
募
集
す
る
演
芸
1
踊
の
都
、歌

の
都
(
計
(
十
組
、多
数
の
場
合
は

抽
逸
)
　
申
込
締
切
一
四
月
十
四
日

(
月
)
　
申
込
場
所
-
区
役
所
経
済
課

内
足
立
区
観
光
協
会
へ
、
郵
便
切
手

二
十
円
み
‘添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
、区
役
所
経
済
課
、

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■
水
道
局
西
営
業
所

が
移
転
し
ま
す

四
月
二
十
一
日
(
月
)
か
ら
水
道

局
足
立
西
営
業
所
か
移
転
し
、
次
の

と
こ
ろ
で
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

■
所
在
地

高
野
町
四
五
九
一

一

■
電
話
　
(
九
六
一
四
ニ
ニ
ー
(
代
)

■
交
通
　
大
師
前
駅
下
車
十
五
分

■
千
住
公
益
質
屋
の

貸
付
休
止
に
つ
い
て

千
住
公
益
質
屋
は
、都
合
に
よ
り

当
分
の
闃
、*
付
業
第一
を
休
止
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
匐
、
西
新
井
公
益
質
屋
(
関
原

二
丁
目
二
二
-
四
　
　
(
(

〇
-
O
O

七
七
)
は
今
ま
で
ど
お
り
営
業
を

続
け
て
い
ま
す
。

お
わ
び
「
足
立
の
史
話
」
は
、

都
合
に
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详隯荘荼腛荣讳躺

膦 軀蹻苌躞諔苍詥觯迪苆苠賟賣6躞30閪芩苧8躞30閪苜苅苅芷腂
膜 蹑见苅芫苩 11@ڇ鷶裈迣苌裪铊51覮( 详鏠距轚距辕軒) 趂赚邶苰辜芭腂
膜 蹑见苌闻 @腀鞘靰苌鏺觯齉苉鋏镴苌迴類苉鑺鏼芵苄鏼辠苰軳芯苄芭

芾芳芢腂鏼諙还苰躝蹑芷苪苎腁芢苂苅苠花苌鷉钩苉
蹑见苅芫苜芷腂

膜 蹑见铯@苝@@苝@鞿
膜  误@詥荘荼腛荣靰误苍觯迪苉面镴芯苄芠苨苜芷腂

膡 趑 隯 鑎 诠 闛 貯 鞿( 49 鑎 鍸 閪) 腅 賅 鋨 躑 蹙 郅 釦1 諺 閪 苌 鑛 諺 苍4 貎30 鏺腀腀 膡 觍 郬 苰 芫 苪 芢 苉 芵 苜 芵 若 芤( 觍 郬 铼 覻 貎 諔 銆) Y腅NO腅N腀215, 000


